
光線力学診断用剤

　処方箋医薬品注）

アミノレブリン酸塩酸塩

注）注意―医師等の処方箋により使用すること
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．重要な基本的注意
. 本剤投与後少なくとも48時間は、強い光（手術室の照明、直
射日光又は明るい集中的な屋内光等）への眼及び皮膚の曝露
を避け、照度500ルクス以下注）の室内で過ごさせること。
15.2.3参照］
注）日本工業規格の照度基準（JIS Z 9110：2010）では、病院
の照度について、病室100ルクス、食堂300ルクス、一般
検査室・診察室・薬局500ルクスと規定している。

．重要な基本的注意

（ ）本剤投与後少なくとも 時間は、強い光（手術室の照明、直
射日光又は明るい集中的な屋内光等）への眼及び皮膚の曝露
を避け、照度 ルクス以下注1の室内で過ごさせること。

注1：日本工業規格の照度基準（JIS Z 1 ）では、病院の照
度について、病室 ～ ルクス、一般検査室・食堂
～ ルクス、診察室・薬局 ～ ルクスと規定

している。

https://www.pmda.go.jp/ WEB https://nobelpark.jp/
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